
は
じ
め
に

唐
船

富

島

壮

英

（
進
貢
船
．
接
貢
船
）
に
関
す
る
覚
書

全
乗
船
者
の
構
成
を
中
心
に
［

沖
縄
に
お
い
て
一
般
的
に
唐
船
と
い
う
呼
称
は
、
進
貢
貿
易
の
た
め
中
国

福
建
省
福
州
と
往
来
す
る
琉
球
の
進
貢
船
．
接
貢
船
・
護
送
船
等
を
い
う
。

琉
球
と
中
国
と
の
進
貢
貿
易
に
関
す
る
研
究
は
、

『歴
代
宝
案
』
の
発
見
以
来
、

昭
和
十
年
代
か
ら
数
多
く
の
優
れ
た
著
書
・
論
文
等
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
近
年
は
、
北
京
の
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
及
び
台
湾
の
故
宮
博
物
院
研

究
図
書
館
か
ら
琉
球
関
係
梢
案
が
発
掘
さ
れ
、
進
貢
品
以
外
の
輸
出
入
品
の

品
目
・
数
量
や
中
国
で
の
進
貢
使
一
行
の
動
向
、
北
京
留
学
の
官
生
の
状
況
、

琉
球
漂
流
船
の
取
扱
、
清
朝
の
官
庁
の
対
応
等
々
、
そ
の
研
究
成
果
は
目
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
『
歴
代
宝
案
』
な
ど
の
史
料
で
は
不
明
の
進
貢
船
．
接
貢
船
・
護

送
船
等
の
乗
船
者
の
構
成
や
そ
の
職
名
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
充
分
に

解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
近
世
（
清
代
）
末
期
の
琉
球
側
の

関
係
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
関
係
史
料
に
基
づ
い
て
総
括
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。

一
、
進
貢
船
．
接
貢
船
の
乗
船
者

『歴
代
宝
案
』
三
集
巻
三
の
咸
豊
十
（
一
八
六

0
)
年
の
進
貢
船
の
乗
船

者
を
符
文
・
執
照
か
ら
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

0
符
文
（
八
月
初
四
日
、
都
通
事
毛
殺
榮
に
付
す
）

朝
京
都
通
事
壱
員
毛
褻
榮

在
船
都
通
事
弐
員
林
世
爵
陳
元
輔

在
船
使
者
騨
員
向
承
儀
東
自
榮

向
徳
口
顧
嘉
行

存
留
通
事
壱
員
察
大
鼎

在
船
通
事
壱
員
察
徳
昌

管
船
火
長
直
庫
騨
名
王
允
修

林
長
憲

朝
京
都
通
事
壱
員
毛
狡
榮

在
船
都
通
事
壱
員
林
世
爵

在
船
使
者
弐
員
向
承
儀
東
自
榮

正
使
耳
目
官
壱
員
向
志
通

副
使
正
議
大
夫
壱
員
鄭
徳
潤

楊
振
芳

牧
徳
昌

人
伴
捌
名

人
伴
陣
名

人
伴
柴
名

人
伴
騨
名

人
伴
陸
名

人
伴
壱
拾
弐
名

人
伴
壱
拾
弐
名

人
伴
壱
拾
陸
名

人
伴
壱
拾
弐
名

水
梢
共
壱
百
弐
拾
名

〇
執
照
（
八
月
初
四
日
、
頭
号
船
存
留
通
事
禁
大
鼎
に
付
す
）

正
使
耳
目
官
壱
員
向
志
通

副
使
正
議
大
夫
壱
員
鄭
徳
潤

人
伴
壱
拾
弐
名

人
伴
捌
名

人
伴
柴
名
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存
留
通
事
壱
員
察
大
鼎

管
船
火
長
直
庫
弐
名

管
船
火
長
直
庫
弐
名

水
梢
共
伍
拾
玖
名

こ
の
符
文
か
ら
、
咸
豊
十
年
の
進
貢
船
二
隻
の
全
乗
船
者
は
正
使
等
の
官

員
が
一
五
名
、
そ
の
人
伴
が
六
五
名
、
水
梢
が
―
二

0
名
の
計
二

0
0名
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
二
通
の
執
照
か
ら
、
頭
号
船
に
は
正
使
等
の
官

員
が
九
名
、
そ
の
人
伴
が
四
九
名
、
水
梢
が
六
一
名
の
計
―
一
九
名
が
乗
船

し
て
お
り
、
二
号
船
に
は
在
船
都
通
事
等
の
官
員
が
六
名
、
そ
の
人
伴
が
一

六
名
、
水
梢
が
五
九
名
の
計
八
一
名
が
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
執

照
の
正
使
・
副
使
•
朝
京
都
通
事
・
存
留
通
事
の
人
伴
は
、
水
増
し
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
北
京
大
筆
者
・
勢
頭
与
カ
・
北
京
宰
領
及
び
そ
の
従
者

が
含
ま
れ
、
ま
た
人
伴
の
一
部
は
水
梢
に
加
算
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
後
掲
の
琉
球
側
の
史
料
か
ら
整
理
・
総
括
し
た
の
が

次
の
一
覧
で
あ
る
。
な
お
、
進
貢
の
時
の
二

0
0名
（
限
度
人
数
）
の
頭
号

船
・
ニ
号
船
へ
の
人
員
配
分
は
、
年
度
に
よ
っ
て
若
干
異
動
が
あ
る
。（

内
は
琉
球
側
の
呼
称
で
あ
る
。

林
長
憲

楊
振
芳

水
梢
共
陸
拾
壱
名

〇
執
照
（
八
月
初
四
日
、
二
号
船
在
船
通
事
察
徳
昌
に
付
す
）

在

船

都

通

事

壱

員

陳

元

輔

人

伴

陣

名

在

船

使

者

弐

員

向

徳

祐

顧

嘉

行

人

伴

捌

名

在

船

通

事

壱

員

察

徳

昌

人

伴

陣

名

王
允
修
牧
徳
昌

人伴陸名

水定佐五勤北管勢管大北 存留在船在朝在船 副正
主加＾＾学京船頭船筆者 京 船京 使使
＾子 作吾人宰直与火 大通使者都都使者 正耳
内 '-''-' 領庫力長・筆者事 通通 議官目
大 事主 ~ ~ 脇 ＾＾事事＾大

＾ エ 船 総 筆者＾脇舎官＾＾オ夫＾
小二 頭 官 虚通 大北府＾雷
計 人

ヽ .__, 事.__, 通京.__,大
ヽ 大- 事都 夫.__,

I，ヽ ー一 文 -通 ヽ

九六六八〇四二 二子 事
名名名名名名名 名.._, ． 
ヽ

大
通
事ヽ

＾ 

合 畠
計 小

計五 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者 従者

゜
名-'―✓ -名 -名 -名 ―名 名四 名二 五名 名四 名四 名五名四 十名 名九名

進
貢
頭
号
船
（
大
唐
船
）
乗
船
者
（
位
順
）
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め
に
派
遣
さ
れ
た
咸
豊
十

一
(
-
八
六
一
）
年
の
接
貢
船
の
記
録
が
あ
る
。

そ
の
乗
船
者
を
執
照
か
ら
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〇
執
照

（八
月
初
二
日
、
存
留
通
事
梁
徳
功
に
付
す）

在
船
都
通
事
壱
員
毛
嘉
相

在
船
使
者
弐
員
麻
徳
濡
毛
廷
鎖

人
伴
捌
名

人
伴
騨
名

『
歴
代
宝
案
』
三
集
巻
四
に
は
、
右
の
進
貢
船
の
上
京
官
員
を
迎
え
る
た

； ~ 息合佐作事合
二
号
船
（
小
唐
船
）
乗
船
者
（
位
順
）

水定 佐 五 勤 管 管 大 存在在在
主加＾＾学船船筆留船船船
＾子作吾人直火者通 使都使
内 ~ ~ 庫長 ・ 事者通者

大事 主 ,,....._ ,,....._脇^ 事^^
工 船総筆在官＾オ

小二 頭官者船舎大府
計人 .._, .._, 通.._, 通.._,

..___, 事 事
-'-- 、ノ、＿ ． 
六六六八〇八 二脇
名名名名名名 名通

事ヽ

従
者

合 小
計 計従従 誓従従従従
八 二者者者者者者
九 三ー一 四 五 四 四四
名 名名名名名名名名

水
梢
共
陸
拾
伍
名

存
留
通
事
壱
員
梁
徳
功

管
船
移
長
直
庫
弐
員
陳
作
柱
内
克
秀

こ
の
接
貢
船
に
は
在
船
都
通
事
等
の
官
員
六
名
、
そ
の
人
伴
が
一
八
名
、

水
梢
が
六
五
名
の
計
八
九
名
が
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
記
の
よ

う
に
琉
球
側
の
史
料
か
ら
整
理

・
総
括
し
た
の
が
次
の
一
覧
で
あ
る
。

接
貢
船
（
小
唐
船
）
乗
船
者
（
位
順
）

人
伴
陸
名
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二
、
進
貢
船
の
乗
船
者
の
構
成

進
貢
船
の
乗
船
者
の
構
成
は
、
（
一
）
進
貢
の
た
め
北
京
へ
赴
く
上
京
官
員
・

人
伴
（
従
者
・
眼
伴
）
、
（
二
）
福
州
に
存
留
し
て
商
業
（
貿
易
）
活
動
等
に

(l
)
 

従
事
す
る
集
団
、
（
三
）
船
舶
乗
組
員
で
あ
る
。

（
一
）
上
京
官
員
・
人
伴

国
王
の
表
文
や
紅
銅
・
白
剛
錫
等
の
進
貢
品
を
納
め
る
た
め
北
京
へ
赴
く

上
京
官
員
・
人
伴
は
、
二

0
名
と
い
う
制
限
が
あ
る
。
『
歴
代
宝
案
』
で
は
正

使
耳
目
官
・
副
使
正
議
大
夫
•
朝
京
都
通
事
（
都
通
事
）
の
ほ
か
は
、
人
伴
．

眼
伴
な
ど
と
一
括
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
職
名
は
不
明
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う

に
琉
球
側
の
史
料
か
ら
総
括
し
た
の
が
次
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
使
者
一
行

に
は
、
別
に
福
州
人
の
河
D
通
事
（
伴
送
引
礼
通
事
）
・
眼
伴
が
同
行
す
る
。

さ
き
に
挙
げ
た
進
貢
の
符
文
・
執
照
に
正
使
・
副
使
と
も
人
伴
各
―
二
名
、

朝
京
都
通
事
の
人
伴
七
名
と
あ
り
、
計
三
一
名
の
人
伴
が
い
る
が
、
上
京
す

る
者
は
一
七
名
で
あ
る
。
残
り
の
一
四
名
は
福
州
に
留
ま
り
商
業
活
動
や
医

学
修
業
、
諸
技
術
の
習
得
等
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。

北
京
大
筆
者
は
、
上
京
に
伴
う
事
務
方
の
総
責
任
者
、
勢
頭
与
カ
・
大
夫

儀
者
は
正
・
副
使
の
秘
書
役
、
勢
頭
内
証
は
与
力
の
補
佐
役
、
と
考
え
ら
れ

る
。
北
京
宰
領
二
人
は
、
「
御
用
物
買
調
方
又
者
北
京
往
還
段
々
之
御
用
向
取

(
2
)
 

扱
…
…
北
京
御
薬
種
買
入
」
等
を
担
当
し
た
。

（二
）
福
州
を
中
心
に
貿
易
活
動
等
に
従
事
す
る
集
団

才
府
・
官
舎
を
中
心
に
約
半
年
に
わ
た
り
福
州
に
滞
在
し
携
帯
太
荷
（
官

物
）
・
身
廻
荷
物
（
私
物
）
等
の
販
売
や
薩
摩
の
誂
え
品
（
一
番
方
御
用
物
）

や
王
府
諸
座
・
諸
蔵
等
の
注
文
品
（
二
番
方
御
用
物
）
の
購
入
を
担
当
し
た

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

才
府
は
、

『歴
代
宝
案
』
で
は
「
在
船
使
者
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本

来
は
中
国
船
で
船
内
の
荷
物
の
管
理
・
貿
易
取
引
の
諸
事
を
担
当
し
た
財
副

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
官
舎
も

『歴
代
宝
案
』
で
は
「
在
船
使
者
」

と
表
記
さ
れ
、
オ
府
と
共
に
一
番
方
御
用
物
の
責
任
者
で
、
帰
国
後
は
直
ち

に
返
上
物
（
唐
御
買
物
）
宰
領
役
と
し
て
鹿
児
島
へ
渡
航
し
、
納
品
し
た
。

大
五
主
二
人
は
薩
摩
の
一
番
方
御
用
物
の
購
入
を
担
当
し
、
脇
五
主
三
人

は
一
番
方
御
用
物
の
薬
種
類
、
端
物
類
、
砂
糖
・
紙
類
・
香
物
等
の
購
入
を

分
担
し
た
。
南
風
文
子
・

三
方
目
は
唐
御
買
物
の
金
銭
の
出
納
、
四
方
目
ニ

以
上
三
名
の
人
伴
七
名

朝
京
都
通
事
（
北
京
大
通
事
）

人
伴
一
名

正
使
耳
目
官
（
勢
頭
）

副
使
正
議
大
夫
（
大
夫
）

五
北
京
大
筆
者

ぷ
北
京
宰
領
二
人

〗勢
頭
与
力

丁
大
夫
儀
者

」
勢
頭
内
証
（
内
証
聞
）

人
伴
一
名

上
京
官
伴
（
二

0
名）

人
伴
二
名
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小人勤脇 大 存 在 船 在 船 在
計 伴 学 筆 者筆者 留 船

通使都使
事者 通 者

四四 四
＾＾ 事 ＾名名名 脇舎官 ＾オ

＾ 
通大府

上 事-通-
尽， 

｀ 事
小官

ヽ

計員
従者 従者 従者 従者 従者 従者二の

二人 二二六四四四
名 伴ヽ 名名名名名名

-―---------------------------------------------------------
五

------主
四三南時脇大一

小 方方風 五五 0
計 目目文 主主名

子 の
内

゜
ニーー一三二訳

名 名、名、名、名、名、名、

名
は
王
府
諸
座

・
諸
蔵
等
の
二
番
方
御
用
物
の
茶
・
糸
類
・
端
物
類
や
三
司

(
3
)
 

官
以
下
の
諸
士
及
び
薩
摩
役
人
の
注
文
品
の
購
入
を
担
当
し
た
。

唐
御
買
物
担
当
の
五
主
は
、
商
品
の
価
格

・
品
質
、
地
元
の
商
慣
行
、
言

語
等
の
知
識
が
必
要
で
、
経
験
が
重
視
さ
れ
た
。
関
忠
勇
（
嘉
手
納
親
雲
上

凋
武
）
は
康
熙
五
年
＼
同
二
九
年
間
に
四
方
目
・
脇
五
主
・
大
五
主
・
北
京

宰
領
と
し
て
九
度
渡
唐
し
て
い
る
。
ま
た
、
啓
崇
善
（
渡
嘉
敷
筑
登
之
緩
富
）

は
康
煕
―
―
年
＼
同
六

0
年
間
に
時
・
脇
五
主
（
七
度
）
・
大
五
主
（
四
度
）

と
し
て
十
二
度
渡
唐
し
て
い
る
。

な
お
、
存
留
通
事
及
び
そ
の
従
者
等
は
、
約
一
年
半
福
州
に
滞
在
し
た
。

勤
学
は
福
州
私
費
留
学
生
で
、
久
米
村
の
子
弟
が
派
遣
さ
れ
た
。

大
唐
船
（
五
六
名
）

（
三
）
船
舶
乗
組
員

船
舶
乗
組
員
の
中
で
『
歴
代
宝
案
』
の
執
照
等
に
職
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
は
、
「
管
船
火
長
」
と
「
管
船
直
庫
」
で
あ
る
。
「
管
船
火
長
」
の
琉
球

で
の
呼
称
は
「
総
官
」
で
あ
る
。
「
管
船
火
長
」
1

1

「
総
官
」
は
、
近
世
の
琉

球
で
は
、
「
菩
薩
」
つ
ま
り
航
海
安
全
の
女
神
娼
祖
（
天
妃
・
天
后
神
）
を
司

る
役
で
、
中
国
船
で
の
香
工
に
当
た
る
。
中
国
船
で
の
総
管
（
総
管
・総
悼
）

は
、
船
中
の
諸
事
を
処
理
す
る
職
務
で
あ
り
、
「
火
長
」
は
移
長
と
呼
ば
れ
航

海
士
の
職
務
で
あ
る
。

ま
た
「
管
船
直
庫
」
の
琉
球
で
の
呼
称
は
「
船
頭
」
で
あ
る
。
近
世
の
琉

球
で
は
、
「
船
頭
」
は
船
舶
・
航
海
の
総
責
任
者
で
あ
る
。
「
直
庫
」
は
、
中

国
船
で
の
船
臆
内
の
全
積
荷
の
管
理
・
保
管
を
担
当
す
る
値
庫
・
澤
庫
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
琉
球
の
船
舶
乗
組
員
の
名
称
は
中
国
船
に

小
唐
船
（
三
六
名
）
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等
の
職
名
が
あ
り
、
役
割
分
担
が
明
確
で
あ
る
。
唐
船
の
場
合
、
水
主
の
中

―
-
、
お
わ
り
に

総
舗
（
コ
ッ
ク
）

工
社
（
水
主
）

に
船
大
工
二
人
が
含
ま
れ
て
お
り
、

人
」
・
亜
班
（
あ
は
ん
・
ア
フ
ワ
ン
）

そ
の
外
に
琉
球
側
の
記
録
で
「
揖
取
三

一
人
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

意
味
不
明
の
「
ワ
ク
タ
イ
」
・
「
か
ま
う
ち
ん
二
人
」
が
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

(
6
)
 

作
事
・
加
子
の
う
ち
か
ら
兼
務
し
た
と
い
う
。

那
覇
＼
福
州
間
を
航
行
す
る
唐
船
の
乗
組
員
も
航
海
に
係
わ
る
専
門
的
な

技
術
や
長
い
経
験
が
重
視
さ
れ
た
。
『
新
参
翫
姓
家
譜
』
に
康
煕
＼
乾
隆
間
に

中
国
へ
の
進
貢
船
の
派
遣
は
、
近
世
（
清
代
）
に
な
る
と
二
年
一
貢
と
な

押
工

大
練
（
二
人

亜
班
（
帆
柱
に
登
っ
て
、
風
向
き
や
針
路
を
伺
う
）

主
帆
柱
の
帆
の
上
げ
下
ろ
し
、
旗
等
の
こ
と
を
司
る
）

頭
碇
（
船
の
碇
を
司
る
）

（船大工）

水定~ ~ 佐管船管船
主加脇大＾
＾子佐佐作直火
内 事事-庫長
大 - -事＾＾
工 船総

頭官
人

、、
ヽ

------ ------六六四四八ー一
名名名、名- 名名名

合
船頭 総官

計 従従
四 者者
四
名 名名

船
舶
乗
組
員
（
一
艘
に
つ
き
四
四
名
）

舵
工

（
正
・
副
二
人

殆
ど
記
録
が
な
い
。

な
ら
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
職
務
内
容
は
大
幅
に
変
容
し
て

い
る
。
近
世
の
「
火
長
」
・
「
直
庫
」
の
地
位
は
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
る
が
、

旧
来
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
符
文
・
執
照
に
職
・
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
の
「
火
長
」
・
「
直
庫
」
の
地
位
が
、
か

な
り
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

唐
船
の
下
級
乗
組
員
は
、
佐
（
作
）
事
（
大
佐
事
・
脇
佐
事
）
・
定
加
子
・

水
主
（
大
工
含
む
）
に
大
き
く
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
の
役
割
分
担
は

(
5
)
 

明
確
で
は
な
い
。
中
国
船
の
乗
組
員
は
、

羅
針
盤
や
舵
を
司
る
）

「
照
喜
納
事
、
水
主
よ
り
渡
唐
船
頭
迄
旅
数
弐
拾
八
度
、
次
男
安
次
嶺
、
三

男
安
次
嶺
二
茂
水
主
よ
り
渡
唐
作
事
迄
旅
数
弐
拾
度
余
完
相
勤
」
と
い
う
。
『
昂

姓
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
二
世
昴
永
基
は
乾
隆
＼
嘉
慶
間
に
接
貢
船
佐
事
か
ら

接
貢
船
直
庫
（
船
頭
）
・
封
舟
迎
直
庫
と
な
り
三
度
渡
唐
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
新
参
呉
姓
家
譜
』
に
、

船
頭
・
冊
封
二
号
帰
国
船
の
舵
エ
と
し
て
五
度
渡
唐
し
た
記
録
が
あ
る
が
、

唐
船
の
下
級
乗
組
員
は
、
主
と
し
て
那
覇
・
泊
・
慶
良
間
島
・
久
高
島
百
姓

が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
家
譜
を
持
つ
士
族
ま
で
登
り
つ
め
た
者
は
少
な
く
、

一
世
呉
肇
業
は
道
光
十
三
＼
十
九
年
間
に
接
貢
船
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一
九
八
八

・
十
二）

り
、
ま
た
進
貢
の
翌
年
秋
に
は
接
貢
船
一
隻
（
八
〇
＼
九

0
名
乗
組
）
が
派

遣
さ
れ
た
。
進
貢
船
は
二
隻
が
同
時
に
派
遣
さ
れ
、
頭
号
船
（
大
唐
船
）

は
―
二

0
名
前
後
、
二
号
船
（
小
唐
船
）

に

に
は
八

0
名
前
後
が
乗
船
し
た
。

進
貢
船
の
全
乗
船
者
に
つ
い
て
、

『歴
代
宝
案
』
に
は
上
級
官
員
若
干
名
の

本
稿
は
、
進
貢
船
．
接
貢
船
の
全
乗
船
者
に
つ
い
て
、
琉
球
側
の
史
料
を

整
理
し
、
総
括
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

注

(l
)
渡
口
真
清
『
近
世
の
琉
球
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、

(
2
)
渡
名
喜

(
5
)
松
浦

四
四
九
頁
）

明
「
田
里
筑
登
之
親
雲
上
渡
唐
準
備
日
記
」
（
『
紀
要
』
第

一
＼
二
号
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
文
化
課
）

(
3
)
真
境
名
安
興
『
沖
縄
一
千
年
史
』
（
第
二
編
第
四
章
第
一
節
）

(
4
)
『
那
覇
市
史
』
家
譜
資
料
四
（
八
一
頁
・
一
四
九
頁
）

章
「
清
代
福
建
の
海
船
業
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
四

三
巻
三
号
、

(
6
)
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
第
一
巻
（
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
八
一
頁
）

(7
)
「
那
覇
市
史
』
家
譜
資
料
四
（
一
六
四
頁

・
ニ
―
五
頁
）

職
・
氏
名
、
そ
の
人
伴
と
水
梢
の
人
数
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
付
箋
に
は
、
オ
府

・
官
舎

・
大
通
事

・
脇
通
事

・
総
官
・
船
頭

・
大
筆

者
・

脇
筆
者

・

勤
学
・

大
五
主
・

脇
五
主
・

時
役
・

南
風
文
子
・

三
方
目

•
四

方
目
•

佐
事
・

唐
佐
事
・

定
加
子
・

大
エ
・

水
主
な
ど
の
職
名
が
書
か
れ
て
い

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
唐
船
の
平
面
固
と
し
て
も
唯
一
の
も
の
で
、
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

（
富
島
）

と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
、
配
置
さ
れ
る
部
署
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
役
職
名
・家

名
・位
階
の
書
か
れ
た
付
箋
が
剥
げ
落
ち
た
の
を
医
の
下
部
に
再
貼
付
し
て
あ

る。
本
図
は
、
戌
年
(
-
八
六
二
年
力
）
の
秋
に
出
港
す
る
小
唐
船
の
海
賊
製
来

時
を
想
定
し
た
船
上
で
の
乗
組
員
の
配
置
固
で
あ
る
。
『
球
陽
」
尚
温
王
七
年

（
一
八

0
-
）
の
記
事
に
、
海
賊
に
襲
わ
れ
、
「
通
船
人
数
予
め
分
局
の
如
く
、

各
列
立
し
て
間
断
無
く
砲
を
放
ち
、
銃
鎗
を
打
ち
、
以
て
防
禦
を
致
す
」
と
あ

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
戦
闘
配
置
固
は
全
て
の
唐
船
に
予
め
備
え
ら
れ
て
い
た

唐
船
と
は
、
進
貢
等
の
た
め
に
中
国
へ
派
遣
さ
れ
る
琉
球
船
の
こ
と
で
進
貢

船
の
二
号
船
、
及
び
接
貢
船
を
小
唐
船
と
い
う
。
唐
船
の
往
来
す
る
福
建
・浙

江
省
沿
岸
は
、
海
賊
の
祓
屋
す
る
危
険
な
海
域
で
、
そ
の
た
め
唐
船
は
、
二
百

目
異
風
（
大
砲
力
）
、
二
十
目

•

四
匁
・

五
十
目
鉄
砲
、
鑓
な
ど
で
武
装
し
、

出
港
前
に
は
鉄
砲
の
稽
古
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

所
蔵
沖
縄
県
立
図
書
館
東
恩
納
文
庫

法
量

縦
二

0
四
X
横
七
四
、
五
セ
ン
チ

い
ぬ
あ
き
は
し
り
し
ょ
う
と
う
せ
ん
ほ
う
じ
ん
く
ば
り

戌
秋
走
小
唐
船
方
陣
賦
（
グ
ラ
ビ
ア
解
説
）
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船

頭

同

北
京
宰
領
同

勢
頭
与
力
主
従

一
、
接
貢
之
時
オ
府
頭
に
し
て
下
役
進
貢
之
時
同
断

代
硫
禍
銅
錫
三
色
二
相
定
候
事

（
御
船
饂
先

15紬
先
迄
二
十
一
間
一
尺
五
寸
中

渡
唐
船
之
事
差
渡
六
間
艇
長
十
七
尋
楠
長
十
七
尋
）

進
貢
船
両
艘

物
品
員
数
不
相
定
候
虞

五

主

勤

学

総

官

同

大
筆
者
同
三
人

脇
筆
者
同
三
人

一
番
方
御
用
物
構

菩
薩
構
に
て
候

御
心
付
は
無
之
、
大
宿
役
者
船
間
よ
り
配
合
有
之
候
事

脇
通
事
同
五
人

尚
貞
王
御

史
料
二

（『事
々
抜
書
』
、
沖
縄
県
立
図
書
館
東
恩
納
文
庫
所
蔵
）

〇
唐
御
取
合
之
事

唐
進
貢
之
儀

察
度
王
御
代
洪
武
五
壬
子
年
相
始
其
以
来
貢
期
又
者
貢

尚
質
王
御
代
弐
年
一
貢
与
相
定
リ

北
京
大
通
事
同
六
人

定
加
子

唐
佐
事

寄
加
子
二
拾
六
人

一
人

六
人

水
主

渡
唐
役
々

（
此
時
は
御
使
者
役
々
末
々
迄
、
根
銀
飯

米
と
／
本
政
司
よ
り
被
成
下
候
事
）

一
、
進
貢
之
時

勢
頭
正
使
主
従
拾
人
御
鎖
之
側
よ
り

大
夫
副
使
同
拾
一
人

才
府
同
五
人

大
通
事
同
五
人

官
舎
同
五
人

一
番
方
御
用
物
構

ワ
ク
タ
イ
一
人

ア
フ
ワ
ン
一
人

脇

佐

事

四

人

大

佐

事

四

人

四
方
目

二
人

一
人

史
料

南
文
子

一
人

時

一
人

唐
船
乗
船
者
関
係
史
料

（
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
十
巻
、
古
老
集
記
類
二
、
三
三
五
頁
）

大
五
主
二
人

三
方
目

脇
五
主

二
人

壱
艘
之
人
数
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才
府
主
従
五
人

接
貢
船

大
通
事
同
五
人

白
味
増

ふ
つ
み
ち
醤
物

醤
油

酢

合
人
数
八
拾
人

干
た
＜

黄
器
物

し
ゅ
＜
醤
物

五
主
十
人

定
加
子
六
人

佐
事
八
人

水
主
二
十
六
人
竺
」
人

鰹
節

永
郎
部
鰍

昆
布

湧
水
風
呂

角
俣

み
;
く
り

総
官
主
従

船
頭
主
従

砥

ふ
ら
貝

金
之
屏
風

官
舎
同
五
人

大
筆
者
同
三
人

大
通
事
同
五
人

脇
通
事
同
五
人

脇
筆
者
同
三
人

綾
蕉
布

摺
貝
盃

合
砥

（
マ
マ
）

尺
幾
る

焼
酎

練
蕉
布

才
府
主
従
五
人

薄
茶
;
碗

校
原
紙

扇
子

小
唐
船

百
田
紙

合
人
数
百
弐
拾
人

か
ら
紙

一

水

風

呂

進
貢
之
時

一

筆

一

薬

鋪

同
時一

高

野

墨

佐
事
八
人

水
主
二
十
六
人
内
二
人
大
工

勤
学
人
四
人

脇
筆
者
同
三
人

勢
頭
与
力
主
従

北
京
宰
領
戸
パ

五
主
十
人

定
加
子
六
人

銅
三
千
斤

右
三
行
貢
物

錫
千
斤

船
頭
主
従

総
官
主
従

存
留
脇
通
事
同
六
人

大
通
事
同
五
人

大
筆
者
同
三
人

北
京
大
筆
者
同
三
人

佐
事
八
人

水
主
二
十
六
人
〗
尺

合
人
数
八
拾
九
人

硫
碩
壱
萬
弐
千
六
百
斤

官
舎
同
五
人

勤
学
人
八
人

五
主
十
人

定
加
子
六
人

勢
頭
主
従
十
人

才
府
同
五
人

内
儀
者

大
夫
同
十
一
人
一
人

北
京
大
通
事
同
六
人

総
官
主
従

訟
頭
主
従

大
唐
船

官
舎
同
五
人

大
筆
者
同
三
人

脇
筆
者
同
三
人

存
留
脇
通
事
同
六
人
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合
弐
拾
二
人

同
時
渡
唐
訟
江
左
之
通
乗
合
有
之
候

合
六
拾
七
人

水
主
十
五
人

船
頭
主
従

佐
事
五
人

二
号
船

右
三
十
一
品
進
貢
接
貢
之
時
於
北
京
福
州
官
府
進
物
用

渡
唐
銀
之
儀
進
貢
之
時
三
百
弐
貫
目
接
貢
之
時
百
五
十
壱
貫
目
被
差

渡
唐
訟
積
高
一
艘
向
大
荷
二
十
四
萬
斤
身
廻
荷
三
萬
斤
都
合
二
十
七

勅
使
御
渡
来
之
時
乗
合
人
数

御
迎
大
夫
主
従
十
人

佐
事
三
人

同
御
帰
帆
之
時
右
同

護
送
大
通
事
主
従
五
人

合
弐
拾
七
人

水
主
三
人

水
主
二
人

水
主
十
五
人

王
舅
主
従
二
十
人

王
舅
勢
頭
同
七
名

王
舅
筆
者
同
三
人

脇
筆
者
同
三
人

王
舅
与
力
四
人
主
従
宛

合
百
四
拾
三
人

冠
船
翌
年
王
舅
迎
船
接
貢
船
一
同
被
差
渡
候

大
通
事
主
従
五
人

脇
筆
者
同
三
人

船
頭
主
従

佐
事
八
人

水
主
二
拾
四
人

麿
人
漂
着
有
之
節
送
届
方
之
儀

尚
清
王
御
代
嘉
靖
十
四
乙
末
年

5
相

五
主
十
人

定
加
子
六
人

大
工
二
人

総
官
主
従

佐
事
五
人

官
舎
同
五
人

船
頭
主
従

迎
船

頭
号
船

佐
事
弐
人

二
号
船

紫
金
与
力
主
従

北
京
宰
領
豆
は

佐
事
八
人

水
主
二
拾
四
人

大
工
二
人

定
加
子
六
人

五
主
十
人

船
頭
主
従

船
頭
主
従

頭
号
船

紫
金
通
事
主
従

総
官
主
従

（
中
略
）

萬
斤

存
留
同
六
人

北
京
大
通
事
同
六
人

渡
候
事

大
唐
訟

紫
金
大
夫
同
十
三
人

才
府
同
五
人

官
舎
同
五
人

大
筆
者
同
三
人

王
舅
通
事
同
三
人
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ア
ン
ジ
イ
グ
セ
イ
シ
ャ

按
司
御
使
者

旅
之
御
使
者

ワ

ン

キ

ウ

ジ

ャ

ヲ

シ

ス

ド

タ

イ

フ

サ

イ

フ

王

舅

謝

恩

使

勢

頭

大

夫

オ

府

ヘ

ケ

ン

ヲ

ホ

ト

ウ

ズ

フ

キ

ャ

ン

ヲ

ウ

ト

ギ

ツ

ウ

ン

ル

ワ

キ

ト

ズ

北

京

大

通

事

福

建

大

通

事

存

留

脇

通

事

大

筆

者

ベ

ケ

ン

ウ

フ

テ

ク

ゴ

ッ

カ

ン

ヨ

ル

キ

ウ

フ

グ

セ

ヨ

ヲ

キ

グ

セ

ヨ

北
京

大

文

子

総

官

与

力

大

五

主

脇

五

主

、

イ

テ

ク

ゴ

サ

ン

バ

ウ

メ

シ

ン

バ

ウ

メ

ヘ

ケ

ン

サ

エ

ラ

ウ

北
京
宰
領

＇ 南

風

文

子

三

方

目

四

方

目

サ

ジ

ス

イ

シ

ョ

佐

事

水

主

ワ

ウ

ゼ

グ

セ

イ

シ

ャ

王
子
御
使
者

ネ

ン

ト

ゴ

シ

イ

シ

ャ

年
頭
御
使
者

ジ
ン
メ
グ
ウ
シ
イ
シ
ャ

吟
味
御
使
者

船ぎ
頭ぱ時i

ク
ワ
ン
シ
ャ

官

舎

史
料
三

（
『
那
覇
市
史
』
琉
球
資
料
下
、
節
用
集
、
九
七
頁
）

合
五
拾
六
人

水
主
二
十
二
人

大
工
一
人

佐
事
四
人

定
加
子
六
人

船
頭
主
従

五
主
六
人

大
筆
者
脇
筆
者
之
間
同
三
人

総
官
主
従

始
候
其
以
来
人
数
荷
物
之
多
少
見
合
貢
訟
江
乗
合
又
者
時
宜
次
第
仕
立

船
を
以
被
送
届
候

御
当
地
之
者
共
唐
漂
着
之
節
者
何
方
お
も
福
州
江
被
送
届
貢
訟

5
帰
帆

仕
候
且
時
宜
次
第
船
拝
借
を
以
帰
帆
仕
候
節
も
有
之
其
時
者
翌
年
御
返

才
府
官
舎
之
間
主
従
五
人

大
通
事
同
五
人

御
返
船

船
相
成
候

内

勢
頭壱

万
弐
千
八
百
七
拾
九
斤

大
夫九

千
五
百
七
拾
斤

才
府弐

万
弐
千
六
百
八
拾
六
斤

北
京
大
通
事

六
千
四
百
八
拾
五
斤

大
通
事

五
千
四
百
四
斤

官
舎弐

万
弐
千
六
百
八
拾
七
斤

存
留五

千
四
百
四
斤

北
京
大
筆
者

三
千
弐
百
四
拾
弐
斤

大
筆
者

弐
万
五
百
弐
拾
五
斤

脇
筆
者

弐
万
五
百
弐
拾
五
斤

総
官弐

千
百
六
拾
壱
斤

勢
頭
与
力

弐
千
百
六
拾
壱
斤

大
夫
儀
者

千
八
拾
斤

船
頭弐

万
四
百
八
拾
六
斤

北
京
宰
領
両
人

五
千
弐
百
八
拾
四
斤

五
主
拾
人

弐
万
弐
千
弐
百
六
拾
斤

大
唐
船
太
荷
弐
拾
四
万
斤

史
料
四

同
身
廻
荷
物
三
万
斤

（
マ
マ
）

内
不
足
壱
千
斤

勢
頭
主
従
拾
人

弐
千
八
百
五
斤

大
夫
主
従
拾
壱
人

弐
千
九
百
五
拾
五
斤

才
府
主
従
五
人

千
四
百
七
拾
七
斤

北
京
大
通
事
主
従
六
人

千
六
百
弐
拾
五
斤

大
通
事
主
従
五
人

千
四
百
七
拾
七
斤

官
舎
主
従
五
人

千
四
百
七
拾
七
斤

存
留
主
従
六
人

千
六
百
弐
拾
五
斤

北
京
大
筆
者
主
従
三
人

千
百
八
拾
弐
斤

大
筆
者
主
従
三
人

千
百
八
拾
弐
斤

脇
筆
者
主
従
三
人

千
百
八
拾
弐
斤

総
官
主
従

七
百
三
拾
七
斤

勢
頭
与
力
主
従

七
百
三
拾
七
斤

船
頭
主
従

七
百
三
拾
七
斤

北
京
宰
領
両
人

七
百
三
拾
七
斤

五
主
拾
人

弐
千
九
百
六
拾
斤

佐
事
八
人

弐
千
三
百
六
拾
八
斤

（
『
那
覇
市
史
』
琉
球
資
料
上
、
算
術
書
、
六
一
八
頁
）

附
護
送
訟
一
艘
向
二
乗
合
人
数
前
条
迎
訟
人
数
同
断

儀
者

ツ
ノ
ヤ
ク

附
役

カ

イ

ヤ

ヒ

シ

ャ

ウ

フ

ヤ

グ

ヨ

ヘ

ッ

仮

屋

筆

者

大

親

右

筆

イ

シ

ャ

ハ

ウ

キ

ウ

ニ

ン

医

者

庖

丁

人

小
姓

内：
証:与ョ

ヵt

シ
ョ
シ
ャ

従
者
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押
巻
四
枚

炭
七
俵

割
ゐ
尺
迦
筵
拾
五
枚

同
弐
間
筵
四
枚

楠
弐
斗

酢
五
沸

焼
酎
百
沸

漬
物
入
小
壺
弐

黄
醤
物
五
升

ふ
つ
め
き
醤
物
五
升

鰹
節
拾
連

飽
弐
拾
斤

昆
布
百
斤

干
い
か
弐
拾
斤

白
菜
拾
斤

塩
五
斗

史
料
五
（
「
大
清
国
江
為
御
返
船
指
渡
人
数
私
物
帳

史
』
琉
球
資
料
下
、
ニ
ニ
頁
）

（
注
、
オ
府
外
間
筑
登
之
親
雲
上
の
私
物
目
録
）

き
ん
す
い
つ
く
ハ
こ
ひ
や
く
め
（
注
、
銀
子
一
貫
五
百
目
力
）

四
が
瓶
入
家
壱

菜
櫃
壱
荷

白
米
壱
石
弐
斗
五
升

干
た
＜
拾
斤

燒
灯
壱

皮
籠
壱
荷

細
物
入
櫃
弐

白
味
噌
四
斗

醤
油
弐
拾
沸

し
よ
く
醤
物
弐
斗

氷
昆
若
百
五
拾
丁

衣
装
入
双
紙
か
い
壱

八
巻
壱
家
共

刀
箱
壱

佐
事
八
人

弐
万
五
百
弐
拾
斤

水
主
三
拾
弐
人

三
万
六
千
六
百
四
拾
斤

同
治
三
年
、

『那
覇
市

水
主
三
拾
弐
人

四
千
七
百
三
拾
六
斤

史
料
六
（
『
球
陽
』
読
み
下
し
編
、
球
陽
研
究
会
編
、
角
川
書
店
刊）

尚
貞
王
十
二
（
一
六
八

0
)
年
、
巻
七

二
号
船
の
副
通
事
に
眼
伴
一
人
を
増
賜
し
て
共
に
四
人
と
為
す
。

尚
貞
王
十
七
（
ニ
ハ
八
五
）
年
、
巻
八

始
め
て
耳
目
官
に
与
力
役
を
附
賜
す
る
こ
と
に
定
む
。

耳
目
官
向
嗣
孝
（
前
川
親
雲
上
朝
年
）
、
間
に
入
り
京
に
赴
く
の
時
、

始
め
て
与
力
役
を
附
賜
し
、
以
て
弁
用
を
為
さ
し
む
。
与
力
役
、
此
れ

よ
り
し
て
始
ま
る
。

尚
敬
王
十
一

（
一
七
二
三
）
年
、
巻
十
一

中
国
に
遣
は
す
使
臣
の
眼
伴
を
改
定
す
。

勢
頭

・
大
夫
は
主
従
共
計
十
人
、
北
京
大
通
事
は
主
従
共
計
六
人
、
都

通
官
・
副
通
官
・
オ
府
・
官
舎
は
主
従
共
計
五
人
、
筆
帖
式
は
主
従
共

計
三
人
、
与
カ
・
総
管
・
船
頭
・
宰
領
は
主
従
共
計
二
人
な
り
。

尚
敬
王
二
四
（
一
七
三
六
）
年
、
巻
十
三

始
め
て
進
貢
正
議
大
夫
に
、
与
力
を
附
給
す
る
こ
と
を
定
む
。

往
昔
の
時
よ
り
、
耳
目
官
・
正
議
大
夫
は
正
副
使
と
為
り
、
中
華
に
納

貢
す
。
然
れ
と
も
耳
目
官
は
、
素
よ
り
与
力
有
り
て
、
大
夫
に
は
与
力

を
給
せ
ず
。
是
の
年
に
至
り
、
始
め
て
与
カ
一
員
を
附
給
し
て
、
以
て

出
行
を
為
す
こ
と
を
定
め
、
永
く
著
し
て
例
と
為
す
。

薪
木
拾
五
束

鍋
大
小
三
枚

わ
ら
小
縄
百
け
た
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